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中津ファビオラ看護学校 細則 

 

（目的） 

第 1条 この細則は、中津ファビオラ看護学校（以下、「本校」という。）学則第 36条に基づき

必要な事項を定め、学則の円滑な実施を目的とする。 

 

（入学試験の手続き） 

第 2条 学則第 13条に定める書類は次の通りである。 

1 看護学科の定める書類 

    1）入学願書 

    2）准看護師免許証の写し（既卒者のみ、卒業見込み者は入学時に提出） 

    3）准看護師学校または衛生看護科の調査書 

    4）勤務先の調査書 

    5）准看護師学校の卒業証明書または卒業見込み証明書（入学試験時に卒業見込み証明 

     書を提出した者は、入学時に卒業証明書を提出する）。 

    6）高等学校の卒業証明書または卒業見込み証明書 

    7）最終学歴が中学校卒業者である受験者のみ、准看護師業務に 3年以上従事し、事実 

を証明する就業証明書     

    8）受験票 

    9）推薦入学試験受験者の施設長または学校長の推薦書 

2 准看護学科 

    1）入学願書 

    2）最終学歴の調査書（大学を除く） 

    3）最終学歴の卒業（見込み）証明書 

       ただし、卒業見込み証明書は、調査書に卒業見込みである旨の記載がある場合は

不要とする。 

    4）受験票 

 

（入学試験委員会） 

第 3条 学則第 14条に定める入学志願者の選考に関する細則は以下の通りとする。 

2 学校長は、入学試験を実施するため以下の入学試験委員を置く。 

学校長、副学校長、学校担当理事、副学校担当理事、教務主任、実習調整者、 

専任教員 

3 入学試験委員は、この細則に定めるところにより厳正に入学試験を実施する。 

4 入学試験の日時、場所、合格発表日は入学試験委員に計り、学校長がこれを決定する。 

5 面接試験は、細則第 3 条第 2 項により以下の入学試験委員が行い、将来看護師、准看護師

として働くに適しているか否か判定する。 

学校長、副学校長、学校担当理事、副学校担当理事、教務主任、その他学校長が任命

する者 

 

（入学及び転入学の授業科目の履修規程） 

第 4条 学則第 18条第 1項および第 2項に規定する学校等は、次の通りとする。 

    放送大学、その他の大学若しくは高等専門学校又は次に掲げる資格に係る学校若しくは 

（1/6） 



                           中津ファビオラ看護学校 細則   

規程-9- 

 

   養成所で、保健師助産師看護師学校養成所指定規則（以下、「指定規則」という。）別表第 3及

び第 3の 2に規定されている教育内容と同一内容の科目を履修した者の単位の認定については、

本人からの申請に基づき個々の既習の学習内容を評価し、本校における教育内容に相当するも

のと認められる場合には、総取得単位数の 2 分の 1 を超えない範囲で本校においての履修に替

えることができる。 

  ・歯科衛生士   ・診療放射線技師   ・臨床検査技師   ・理学療法士 

  ・作業療法士   ・機能訓練士     ・臨床工学技士   ・技師装具士 

  ・救命救急士   ・言語聴覚士 

  なお、指定規則別表 3 備考 2 及び別表 3 の 2 備考 3 にかかわらず、社会福祉士及び介護福祉

士法（昭和 62 年法律第 30 号）第 40 条第 2 項第 1 号の規定に該当する者で本校に入学した者

の単位の認定については、社会福祉士介護福祉士法施行規則の一部を改正する省令（平成 20年

厚生労働省令第 42号）による改正前の社会福祉士介護福祉士学校養成施設指定規則（手話 62

年厚生省令第 50 号）別表第 4 に定める基礎分野又は社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則

別表第 4 若しくは社会福祉師士介護福祉士学校指定規則（平成 30 年文部科学省・厚生労働省

令第 2号）別表 4に定める「人間と社会」の領域に限り本人からの申請に基づき個々の履修の

学習内容を評価し、本校における教育内容に相当すると認める場合には、保健師助産師看護師

学校養成所指定規則別表 3、別表 3の 2及び別表 4に定める基礎分野の履修に替えることがで

きる。 

 2 入学及び転入学を希望する者に関しては運営会議において審議し、学校長が許可する。 

 

（試験問題出願者） 

第 5条 試験問題出願者は、学校長が選考し委嘱する。 

 

（入学許可の無効） 

第 6条 学校長は入学を許可されたものが、入学に関して不正行為があった場合は、その入学 

許可を無効にすることができる。 

 

（入学の取り消し） 

第 7条 学校長は入学許可された者が正当な理由がなく、学則第 15条の手続きをしない時、 

その入学を取り消すことができる。 

 

（学籍簿登録・学生証交付・除籍） 

第 8条 学則第 15条の入学手続きを完了した者は、学籍簿に登録され学生証が交付される。 

2 学生証の再交付は、紛失したことがわかった時点において直ちに再交付を受けなければ 

ならない。 

3 学校長は、次の各号の一に該当する者を、学校運営会議の議を経て除籍することができ 

る。 

1）死亡の届出があった者 

2）行方不明の者 

 

（進級、卒業等）  

第 9条 学則第 25条の学校長が行う進級又は卒業の認定においては、所定の教科目の履修成績

（終講試験及び実習の評価点）、出欠状況の結果及び進級試験、卒業試験等の結果を踏ま

えて行う。 
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 2 看護学科においては、進級試験、卒業試験を行う。 

進級試験、卒業試験の成績が目標得点に到達していない場合は、再試験を受けることができる。

ただし、再試験で目標点に到達しない場合は原級に留めることとする。 

進級、卒業できなかった者は、当該学年で履修した全科目において再履修するものとする。 

  目標得点の設定 

 進級について 

  1年生・・必修科目 70％、一般状況設定問題 60％ 

  2年生・・必修問題 80％、一般状況設定問題 65％ 

 卒業について 

  卒業試験・・必修問題 80％、一般状況設定問題 70％以上 

 

（早退、遅刻、欠課、欠席） 

第 10条 次の各号に掲げる遅刻、早退、欠課、欠席については、次の通りとする。 

2 「早退」とは、規定の終了時刻前に下校した場合をいう。 

3 「遅刻」とは、規定の開始時刻を過ぎても出校しない場合をいう。 

4 「欠課」とは、20分を超えて規程の授業を受けなかった場合をいう。 

5 「欠席」とは、1日全ての授業を休む場合をいう。 

 

（早退、遅刻、欠課、欠席の届出） 

第 11条 「早退、遅刻、欠課、欠席」の場合、必ず事前に担当教員に連絡をとり、後日速やかに、

「欠・遅・早・欠課届」（様式 3）を届け出なければならない。 

 

（公欠） 

第 12条 次の事由については公欠とし、補習を受けなければならない。 

1）忌引休暇（死亡日から連続した日数とする） 

2）学校保健安全法に基づく伝染病による出席の停止 

3）天災・交通機関の障害 

4）進学・就職試験（受験日と移動に要する日数を含む） 

5）裁判員による裁判所の出廷 

6）その他学校長が正当と認めた場合 

 項目 提出書類 証明書等 

1） 

忌引休暇（死亡日から連続した日数とする） 
・父母、配偶者、子   ・・7日 
・配偶者の父母     ・・5日 
・祖父母、兄弟姉妹   ・・3日 
・伯父母、叔父母、甥・姪・・1日 

忌引願 
（様式 9） 

会葬礼状等死亡を 
証明する書類 

2） 
学校保健安全法に基づく伝染病による出席
の停止 

欠席・遅刻・ 

早退・欠課届  

（様式 3） 

医師の診断書 
または診断書に 
準ずるもの 

3） 天災・交通機関の障害 運送事業所の証明 

4） 
進学・就職試験（受験日と移動に要する日数

を含む） 

進学・就職試験を受けたこ

とを証明する書類 

5） 裁判員による裁判所の出廷 
選任手続期日の 

通知（呼出状）等 

6） その他学校長が正当と認めた場合 欠席の事由を証明する書類 
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2 前項に該当する場合は、必ず事前に担当教員へ連絡をとり、次に掲げる提出書類及び証明書

等を添えて届け出なければならない。 

※学校が、感染症による出席停止や気象警報発令による休校をした場合は、欠席届は不要 

 

（学習の評価） 

第 13条 学則第 24，25条の規定に基づき以下の事項を定める。 

【看護学科】 

1）出席時間数が授業時間の 3分の 2に達していない者は、その科目の受験資格を失う。 

2）各科目において、60点以上取得した者について単位を認める。 

3）各科目の試験はその科目の終了後に行い、時間数に応じた配慮をし、それを評価す

る。 

4）学生の成績順位は、全授業科目の評価の本試験の点数により定める。 

5）取得できなかった単位が 1・2学年において、2単位以上の場合は進級することがで

きない。 

6）学則第 24 条の再試験の合格は 60 点以上とし、得点は 60 点以上であっても、60 点

を上限とする。 

7）学則第 25条の追試験の得点は、80％で計算し 60点以上を合格とする。追試験の結

果、不合格となった者については再試験を行う。 

8）再試験、追試験を受験しようとする者は、各試験願いに必要事項を記入のうえ、別

に定める試験料を添えて提出しなければならない。 

9）実習評価についての規程は、別に「実習指導要綱」に定める。 

10）学校保健安全法で定められた感染症に罹患し、学校長が出席停止と認めた者は、追

試験とならず本試験扱いとする。 

11）復学者においては、学年での出席日数による進級の判定は該当しない。 

 

【准看護学科】 

1）出席時間数が科目別授業時間数の 3分の 2に達していない者は、その科目の受験資

格を失う。ただし、学校長が認めた場合において、補習を行なえば追試験を受けるこ

とができる。 

2）各科目の試験はその科目の終了時に行い、時間数に応じた配慮を行いそれを評価す

る。 

3）生徒の成績順位は、全授業科目の本試験の点数により定める。 

4）学則第 24 条の再試験の合格は 60 点以上とし、得点は 60 点以上であっても、60 点

を上限とする。 

5）学則第 25条の追試験の得点は、80％で計算し 60点以上を合格とする。追試験の結

果、不合格となった者については再試験を行う。 

6）総合成績の平均点が 60点以上なければ、進級または卒業することができない。 

7）最終学年で履修を認定されなかった科目がある場合は、卒業することができない。 

8）再試験、追試験を受験しようとする者は、各試験願いに必要事項を記入のうえ、別

に定める試験料を添えて提出しなければならない。 

9）実習評価についての規程は、別に「実習指導要綱」に定める。 

10）学校保健安全法で定められた感染症に罹患し、学校長が出席停止と認めた者は、追

試験とならず本試験扱いとする。 
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（表彰） 

第 14条 学則第 27条の表彰については以下の通りとする。 

2 学校長表彰の対象者は、品行方正、学業成績優秀にて他の模範となる者とする。 

3 皆勤賞は、在学中を通し、欠席、遅刻、早退、欠課がない者とする。 

 

（個人情報保護） 

第 15条 個人情報保護管理は、別に定める規定による。 

 

（自己点検・自己評価） 

第 16条 自己点検・自己評価については、別に定める規定による。 

 

（健康管理） 

第 17条 健康管理は、別に定める規定による。 

 

（図書管理） 

第 18条 図書管理は、別に定める規定による。 

 

（組織ならびに職務） 

第 19条 組織ならびに職務の業務については、別に定めるところによる。 

 

（受験料（入学検定料）、入学金、授業料、他納付金） 

第 20 条 本校における受験料（入学検定料）、入学金、授業料、他納付金は、別に定めるところ

による。 

 

（奨学金制度） 

第 21条 本校に入学する学生・生徒で経済的に修学が困難な場合は、中津ファビオラ看護学校奨

学金を貸与することができる。 

 2 中津ファビオラ看護学校奨学金については、別に定めるところによる。 

 

（防災・防犯、災害時の対応） 

第 22条 学校長並びに教職員は、学生・生徒等の安全確保のため災害及び事件・事故に関する必

要な措置を講じるものとする。 

 2 防災・防犯、災害等に関し必要な事項は、防災・防犯、災害時の対応に関する規程に定める。 
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附則   1.この細則は、平成 7年 4月 1日から施行する。 

平成 7年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

2.この細則は、平成 14年 4月 1日から施行する。 

平成 14年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

3.この細則第 15条の改正は、平成 15年 7月１日から施行する。 

平成 15年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

4.この細則は、平成 17年 4月 1日から施行する。 

平成 17年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

5.この細則は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

平成 19年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

6.この細則は、平成 19年 10月 3日から施行する。 

7.この細則は、平成 19年 11月 21日から施行する。 

8.この細則は、平成 20年 4月 1日から施行する。 

平成 20年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

9.この細則は、平成 22年 4月 1日から施行する。 

平成 22年 3月 31日現在、在学中の者については従前の細則を適用する。 

10.この細則は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

11.この細則は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

12.この細則は、令和 4年 4月１日から施行する。 

13.この細則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

     14.この規程は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

     15.この規程は、令和 7年 4月 1日から施行する。 
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